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毛みじ福祉会 ニュース  

発行／社会福祉法人  

もみじ福祉会  

私た引ま、障害者も含めた地域で生活するすべての人獲ちが，  

文化的で平和な環境の下、自らの心と身体、そして人生の主人  
公として暮らせるための総合的な権利保障を目指し、以下の事  
に取り組みますb  

l．仲間（利用者）の生牽るカの充突と生活の質の向上をF指  
します．  

2．地域の生活と福祉の向上へ虎責献を巨指します，  
3．事業の民主的な運営と地域の諸団体との協力・共同を大切  

にします．  

4．これらの夷践の要となる、職員の、障害や発達保障、福祉   
や障奮着運動についての専門性の向上につとめます。  

知的障害者授産施設（適所） 第一もみじ作業所  
身体障奮着通所授産施設 第二もみじ作業所  
グループホーム  つばさ・たんぽぽ  
〒730一哨23 広島県広島市中区青島西2－1－24  

TEL（卵2）24き一りき31FAX（082）243－0497  
HP：www．fukushlmOmi5i．or．jD  之003年9月 薯35号  

ワnT†口琴トピ丁吋積雪   甚
甲
ト
ピ
丁
 
 

ホームヘル八一2報   

■戚■貴賓爛塵  

●研修期間●  
2003年10月18日（土）  

～2004年1月24日（土）  
原則としで講義・演習は土日、祝日  

●会  場●  
第1・第2もみじ作業所  
広島YMCA健康福祉専門学校その他  

●受講資格●  
当福祉会の事業を理解し、  
ホームヘルパーに脚心のある方。  
研修全てに参加できる方。  

●定  見● 30名  

●受講料● 60，000円  
（テキスト代・実習費t消費税含屯）  

夢
ト
ピ
ア
（
身
体
障
害
者
福
祉
ホ
ー
 
 

ム
、
知
的
降
車
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
 
 

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
合
築
施
設
）
建
 
 

設
の
安
全
を
祈
願
し
て
、
去
る
七
月
十
 
 

一
日
（
金
）
 
に
地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
 
 

ま
し
た
。
 
 
 

前
日
か
ら
爾
が
降
り
、
当
日
の
天
気
 
 

が
と
て
も
心
配
で
し
た
が
、
堀
田
建
設
 
 

さ
ん
の
配
慮
で
、
雨
天
の
場
合
で
も
車
 
 

椅
子
が
不
自
由
を
感
じ
な
い
よ
う
に
テ
 
 

ン
ト
を
張
り
、
下
に
は
シ
ー
ト
を
激
い
 
 

て
と
万
全
の
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
ま
 
 

し
た
。
 
 
 

当
日
は
、
観
音
新
町
町
内
会
か
ら
尼
 
 

子
町
内
会
長
さ
ん
に
も
来
て
い
た
だ
き
、
 
 

も
み
じ
福
祉
会
か
ら
は
浜
崎
理
事
長
を
 
 

は
じ
め
、
夢
ト
ピ
ア
に
入
所
予
定
の
仲
 
 

間
と
そ
の
保
護
者
、
向
台
後
援
会
会
長
、
 
 

高
田
夢
づ
く
り
応
援
団
長
、
そ
の
他
関
 
 

係
職
員
な
ど
四
十
一
名
が
参
加
し
、
建
 
 

設
業
者
の
堀
由
建
設
さ
ん
や
設
計
管
理
 
 

の
感
性
舎
さ
ん
ら
と
、
溺
保
姫
神
社
の
 
 

宮
司
さ
ん
に
よ
る
祈
祷
・
神
事
で
工
事
 
 

の
安
全
を
祈
り
ま
し
薫
 
 
 

仲
間
の
は
と
ん
ど
が
初
め
て
の
参
加
 
 

で
、
興
味
と
戸
惑
い
の
中
、
広
島
テ
レ
 
 

ビ
の
取
材
も
あ
っ
て
少
し
緊
張
気
味
で
 
 

し
た
が
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
 
 

し
た
。
 
 
 

地
鎮
祭
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
仲
間
 
 

に
も
紅
白
の
お
慢
頭
を
い
た
だ
き
、
み
 
 

ん
な
で
来
年
一
月
の
夢
ト
ビ
ア
の
完
成
 
 

へ
の
期
待
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。
 
 

●申し込み・問い合わせ先●   
もみじ作業所   

（mO畠2－243－0331三津谷・井上）  

●締め切り● 2003年9月30日（火）  

偶人1口3★000甲  
即諷1甲1吼嘲0円  
●作業所に椅蓼して  

‡
よ
じ
咋
箕
縮
写
つ
 
 

一
 
 

l
 
 
 

八
月
二
日
 
（
土
）
第
十
回
も
み
じ
作
 
 

業
所
夏
祭
り
が
開
催
き
れ
重
し
た
。
今
 
 

年
も
町
内
会
や
女
性
会
な
ど
地
域
の
皆
 
 

さ
ん
と
実
行
委
畠
会
を
立
ち
上
げ
、
準
 
 

備
を
す
す
め
ま
し
た
。
 
 
 

当
日
は
天
気
に
も
凄
ま
れ
、
ス
テ
ー
 
 

ジ
で
ほ
、
仲
間
全
員
が
太
鼓
・
踊
り
・
 
 

う
ち
わ
に
分
か
れ
て
、
昼
休
憩
に
練
習
 
 

を
重
ね
た
「
ロ
ッ
ク
そ
ー
ら
ん
」
 
を
元
 
 

気
よ
く
披
蕗
し
ま
し
た
タ
虻
の
コ
ー
ラ
 
 

ス
さ
ん
や
ナ
ッ
パ
ー
ズ
の
み
な
さ
ん
も
 
 

ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
．
 
 
 

そ
の
他
、
激
安
日
用
品
バ
ザ
ー
、
出
 
 

店
、
進
徳
学
園
の
生
徒
さ
ん
に
よ
る
遊
 
 

び
の
コ
ー
ナ
ー
、
自
主
製
品
版
売
な
ど
 
 

お
客
さ
ん
で
大
に
ぎ
わ
い
。
ま
た
、
大
 
 

迫
力
の
『
上
河
内
神
楽
団
』
に
よ
る
神
 
 

楽
上
演
に
会
場
は
酔
い
し
れ
ま
し
た
¢
 
 
 

今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
は
じ
 
 

め
多
く
の
方
々
に
協
力
い
た
だ
き
、
無
 
 

事
夏
ま
つ
り
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
 
 

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
 
 

い
ま
し
た
。
 
 
 

◆
実
行
重
点
長
 
 

橋
本
幸
子
さ
ん
か
ら
 
 

ひ
と
こ
と
 
 

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
重
な
つ
て
し
 
 
 

ま
い
、
少
し
人
が
少
な
か
っ
た
の
が
 
 
 

残
念
で
し
た
。
で
も
、
た
く
き
ん
の
 
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
手
伝
っ
 
 
 

て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
 
 

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
 
 
 

す
。
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もみじ福   

●▼障害者（児湘談援助事業のご案内▼●▼  

もみじ福祉会は当福祉会の擁する人的資源の活用による一層の地域貢献をめざし、  
障害者の方々のための相談援助事業を行っています。お気軽にご相談下さい。  
＜相談内容＞  

●社会資源の活用のための諸相散（福祉制度・施設利用・福祉機器や情報機器等）  
■教育問題 ●生活上の悩みや藩閥題 ●住宅改造  などの相談に応じます。  

（ピアカウンセリングも実施します）  

＜相談受付＞ 電話（082－243－0331）、来所、あるいはEメール  
（info＠fukushi－mOmiji．or．jp）でどうぞ  

＊受付担当：井上・中沢・三津谷  

＜受付時間＞ 月曜～金曜、針時～17時（Eメールを除く）  
＜利用料＞ 原則として無料。実費を要する場合は実費。  

尚、個人情報の抜いには充分配慮しますb  

′〟■仰′′′′l■′■ヽ榊■′■V′〟■W′′′′〟■W′′■W′′′〟  

なかがわやすお   

中川康六さ九   

7月9日よリBコースの  

運転手として採用していた  
だきました、中川康夫です勺  

今迄は、大型貨物、タクシ  
ー等42年間運転手として過  
ごしてきました。   

今、もみじ作業所で働く  
にあたり仲間と接触するこ  

兼
∵
説
∵
瀬
∵
粟
∵
粟
 
‖
兼
∴
燕
・
詳
止
＃
 
 

み つたと か な   

≡津谷佳奈畠九   

初めまして。   
今回、夢トピァの事業立  

ち上げに関わらせてもらう  
事になりました、三津谷佳  
奈です。  
仲間のみなさんの大きな  

夢に関れる事、本当に嬉し  
く思っています。   
まだまだ慣れない事も多  

いのですが、もみじの明る  

さ、元気のよさに早＜うち  
とけて、楽し＜過ごしたい  

と恩っていますモ   
どうぞ、よろしくお願い  

します。  

とに戸惑いを感じましたが、磨  

『・妻∋こY、  垂二  ・プ‥フ＼  

L－・i．＿＿′－－－■．．  

こんな世界もあるんだと思  
い、私自身がんばらなくて  
はと思います。私の仕事は  

大切な人命を預かり責任を  
感じます。仲間の送迎を無  
事故で怪我のない様「がん  
ばろう」と患います。宜し  
くお願い致します。  

＝
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
粟
‖
ヰ
ヰ
髄
付
寮
来
町
強
‥
 
 

励
T
ハ
 
 

1
日
 
き
ょ
う
さ
れ
ん
全
国
大
会
参
加
 
 

4
日
 
も
み
じ
作
業
所
・
 
 

地
域
販
売
デ
ー
 
 

5
日
▲
自
治
会
・
街
頭
カ
ン
パ
活
動
 
 

9
日
 
文
教
女
子
大
学
実
習
開
始
 
 

広
島
大
学
教
官
見
学
来
所
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日  日  日 日 日日  日 日 日 日  

指
名
競
争
入
札
 
 

2
6
日
 
お
地
蔵
さ
ん
建
立
式
 
 

2
9
日
 
も
み
じ
福
祉
会
・
 
 

自
立
シ
ン
ポ
皿
 
 
 

ぜ
 
 

司
法
修
習
生
来
所
・
交
流
実
習
 
 

ク
ラ
ブ
活
動
②
 
 

生
活
自
立
訓
練
開
所
式
 
 

夢
を
か
た
ち
に
委
員
会
・
 
 

街
頭
カ
ン
パ
活
動
 
 

生
協
ひ
ろ
し
ま
実
習
開
始
 
 

お
り
づ
る
作
業
所
見
学
来
所
 
 

避
難
通
報
訓
練
 
 

も
み
じ
福
祉
会
・
 
 

第
3
回
き
ら
り
広
場
 
 

中
区
育
成
会
見
学
来
所
 
 

防
炎
安
全
研
修
参
加
 
 

お
り
づ
る
作
業
所
見
学
来
所
 
 

「
夢
ト
ピ
ア
」
建
築
・
 
 

●■●……＝＝＝＝＝●◆●●  

2008年薩、後援会賃を納入頂いている、個人・匝仮の臨様。  
あり方とうヱ言います。  （る日－7臥敬称略）  

保
護
者
6
0
名
 
 

北
谷
 
優
子
 
 

佐
倉
 
敏
美
 
 

井
上
一
成
 
 

浜
崎
 
 
勝
 
 

中
島
 
久
子
 
 

栗
田
 
朱
美
 
 

末
 
 
文
雄
 
 

合
志
 
祥
子
 
 

た
ま
ご
会
 
 

佐
々
木
勝
子
 
 

土
井
由
 
資
 
 

坂
下
 
寿
子
 
 

栗
栖
 
昭
典
 
 

本
保
冨
実
子
 
 

友
安
 
和
子
 
 

三
宅
 
正
明
 
 

市
村
 
繁
三
 
 

佐
々
れ
潤
子
 
 

脇
中
み
ど
り
 
 

常
友
 
高
明
 
 

畠
山
 
通
生
 
 

桑
原
悦
子
 
 

野
津
 
訓
子
 
 

2
 2

日
 
 
 

9
 2

日
 
 

T
帥
旦
 
 

謂
日
 
広
養
高
2
見
学
来
所
、
 
 

日
福
大
1
名
栗
習
開
始
 
 

も
み
じ
作
業
所
・
 
 

地
域
販
売
デ
ー
 
 

県
立
広
島
養
護
学
校
よ
り
見
学
 
 

来
所
 
 

も
み
じ
福
祉
会
後
援
会
総
会
 
 

や
さ
し
く
な
れ
る
会
・
 
 

草
の
根
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
 
 

広
大
八
田
ゼ
ミ
よ
り
イ
ン
タ
ビ
 
 

ュ
ー
来
所
 
 

も
み
じ
福
徹
会
内
部
監
査
 
 

ク
ラ
ブ
活
動
③
 
 

ろ
う
学
校
よ
り
見
学
来
所
 
 

自
治
会
ミ
ニ
街
頭
カ
ン
パ
括
動
 
 

「
夢
ト
ピ
ア
」
地
鎮
祭
 
 

第
1
8
回
評
議
員
会
、
 
 

第
5
2
回
理
事
会
 
 

ア
ル
バ
ハ
ウ
ス
た
け
の
こ
見
学
 
 

来
所
 
 

も
み
じ
福
祉
会
・
 
 

第
4
回
き
ら
り
広
場
 
 

学
生
無
年
金
訴
訟
2
周
年
給
金
 
 

夏
ら
ん
ら
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 
 

参
加
 
 

広
養
保
護
者
・
可
部
つ
ち
く
れ
 
 

の
家
見
学
来
所
 
 

家
庭
裁
判
所
よ
り
少
年
実
習
 
 

森
原
康
雄
 
 

寺
川
多
恵
子
 
 

岡
田
 
信
子
 
 

中
野
 
芳
子
 
 

花
田
 
弘
棄
 
 

三
原
 
捷
宏
 
 

三
宅
美
代
子
 
 

江
野
島
正
妻
 
 

菊
田
 
 

円
奈
 
 

加
藤
 
 

深
屋
 
 

松
末
 
 

筆
羽
 
 

大
場
 
 

児
子
 
 

原
田
 
 

茶
幡
 
 

池
内
 
 

田
澤
 
 

後
 
 

中
川
 
 

対
局
 
 
 

繁
村
ツ
ヤ
コ
 
 

郁
子
 
 
 

和
子
 
 
 

寛
治
 
 
 

恵
子
 
 
 

和
枝
 
 
 

俊
之
 
 
 

貞
子
 
 
 

俊
子
 
 

明
 
 
 

隆
之
 
 
 

利
美
 
 
 

菓
子
 
 

す
み
江
 
 
 

雇
子
 
 
 

伴
子
 
 
 

田
村
 
和
之
 
 

小
谷
恵
美
子
 
 

正
由
一
光
 
 

鈴
木
 
 
勉
 
 

志
和
権
 
孝
 
 

岩
井
 
皇
子
 
 

林
 
 
黎
子
 
 

田
阪
 
正
利
 
 

中
川
 
裕
子
 
 

上
田
み
ど
り
 
 

滝
沢
の
ぼ
る
 
 

河
合
 
久
子
 
 

水
田
 
孝
行
 
 

谷
田
 
娘
造
 
 

清
水
 
慶
秦
 
 

大
内
 
 
智
 
 

恵
沢
育
英
千
 
 

坂
井
 
勝
則
 
 

二
井
崖
田
伸
子
 
 

峠
越
 
克
彦
 
 

河
中
 
正
行
 
 

森
脇
 
圭
司
 
 

香
川
紘
一
郎
 
 

牧
野
 
滋
 
 

1
日
 
広
島
国
際
大
学
1
名
実
習
開
始
、
 
 

日
福
大
1
名
実
習
開
始
 
 

2
日
 
も
み
じ
作
美
所
夏
祭
り
 
 

4
日
 
修
道
大
学
1
名
実
習
開
始
 
 

7
日
 
仲
間
の
ボ
ー
ナ
ス
支
給
式
 
 

9
日
 
業
着
床
ワ
ッ
ク
ス
作
業
 
 

1
0
日
全
館
曹
虫
駆
除
作
業
 
 

1
1
～
1
7
日
 
（
夏
休
み
）
 
 

1
9
日
 
も
み
じ
作
業
所
内
・
 
 

医
療
的
ケ
ア
研
修
会
 
 

2
0
日
 
月
福
大
よ
り
実
習
生
巡
回
指
導
 
 

2
1
日
 
広
島
女
子
大
よ
り
実
習
生
巡
回
 
 

指
導
 
 

己
斐
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
出
店
参
 
 

加
 
 

二
次
障
膏
研
究
会
 
 

2
7
日
 
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
当
番
 
 
 

中
司
萱
恵
美
 
 

赤
木
 
幹
徳
 
 

片
山
 
文
雄
 
 

久
保
由
扇
東
 
 

泉
谷
 
悦
子
 
 

中
野
 
斉
子
 
 

川
口
 
芳
也
 
 

丸
田
 
時
生
 
 

高
鳥
 
安
邦
 
 

濱
由
 
久
恵
 
 

西
中
 
正
士
 
 

槙
本
斎
寿
江
 
 

高
畑
 
正
道
 
 

長
尾
夫
佐
子
 
 

棒
田
 
絶
技
 
 

松
本
 
久
男
 
秋
借
 
辿
子
 
 

林
 
 
友
三
 
 

戸
田
一
郎
 
 

亀
田
 
咲
子
 
 柏原グループ横  

手をつなぐ育成会中区支部様  
佐
々
木
正
子
 
 

中
日
 
幸
吉
 
 

佐
々
木
久
子
 
 

杉
原
東
良
子
 
 

中
村
 
博
行
 
 

小
林
 
雅
遺
 
 

書
国
 
広
美
 
 

山
田
 
竜
也
 
 

常
弘
 
典
奥
 
 

加
藤
寿
美
子
 
 

小
松
原
次
郎
 
 

酒
見
 
直
千
 
 

木
村
 
英
雄
 
 

山
本
 
晋
一
 
 

田
中
 
直
巳
 
 

中
本
 
敏
男
 
 

中
村
 
清
子
 
 

木
谷
 
照
子
 
 

岩
城
久
素
意
 
 

正
路
 
達
男
 
 

林
 
 
秀
樹
 
 

湯
谷
 
町
春
 
 

石
口
 
俊
一
 
 

釜
由
 
美
雄
 
 

山本愛子様  
高田儲治横  
道原公信様  
J】‖コ谷幸子様  

社
会
給
祉
協
議
会
 
 

㈱
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
広
島
 
 

㈱
エ
イ
ワ
産
業
 
 

可
部
つ
ち
く
れ
の
表
 
 

日
本
共
産
党
広
島
市
議
団
 
 

（
財
）
ひ
か
り
協
会
 
 

㈲
山
陽
ウ
ィ
ー
ル
チ
ェ
ア
ー
 
 

㈱
さ
さ
き
酒
店
 
 

田
丸
整
形
外
科
 
 

川
口
数
巳
江
 
 

坂
上
ル
ミ
ヱ
 
 

善
倉
経
専
 
 

中
山
 
絹
子
 
 

坂
康
美
也
子
 
 

東
田
 
 
扱
 
 

高
美
 
 
俸
 
 

沼
田
 
都
子
 
 

平
田
理
絵
 
 

原
 
 
郁
夫
 
 

山
岡
 
靖
子
 
 

木
下
 
 
和
 
 

吉
島
東
学
区
 
 

釜田後任会計士事務  
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